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学校図書館の蔵書の管理をデジタル化することにより、蔵書が「見える化」され、児童生徒が読んだ図書の冊数
や傾向を統計的に管理することが可能となることで、児童生徒の読書環境の充実が図られる。
また、児童生徒が読みたい図書や調べ学習などで必要な図書を簡易に探すことが可能となることで、児童生徒の
自主的・意欲的な学習活動や読書活動を推進する。

事業概要

【学校図書館蔵書管理システム】

〇管理機能
蔵書情報及び利用者情報をデータ化し、利用状
況を把握することで、児童生徒が読んだ図書の冊数
や傾向を統計的に管理することが可能となり、児童
生徒の読書環境の充実が図られる。

〇WEB検索機能
WEBサーバーに蔵書情報をアップロードすることで、
GIGAスクール構想で導入された端末を活用し教室
等から学校図書館にある図書を検索することが可能
となり、図書の検索の利便性が向上し、児童生徒の
自主的・意欲的な学習活動や読書活動の推進が図
られる。

具体
サービス

【アウトカム指標（成果指標）】
①児童生徒に対するアンケート結果の満足度

【アウトプット指標（活動指標）】
① 児童生徒の１人当たりの貸出冊数
② 検索システムを利用した児童生徒の割合

主な
KPI
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